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衆
議
院
議
員
永
井
孝
信
君
提
出
第
一
学
習
社
の
労
使
紛
争
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

株
式
会
社
第
一
学
習
社
（
以
下
「
会
社
」
と
い
う
。
）
と
そ
の
従
業
員
が
組
織
す
る
出
版
労
連
第
一
学
習
社
労

働
組
合
（
以
下
「
組
合
」
と
い
う
。
）
と
の
間
で
、
昭
和
四
十
八
年
九
月
、
組
合
か
ら
の
団
体
交
渉
の
申
入
れ
を
め

ぐ
つ
て
労
使
紛
争
が
発
生
し
、
そ
の
後
も
配
置
転
換
、
解
雇
、
賃
金
引
上
げ
等
の
問
題
を
め
ぐ
つ
て
労
使
が
対

立
し
、
現
在
も
、
配
置
転
換
、
原
職
復
帰
等
の
問
題
に
つ
い
て
労
使
間
で
紛
争
が
継
続
し
て
い
る
と
聞
い
て
い

る
。 

二
に
つ
い
て 

１ 

労
働
委
員
会
に
対
す
る
不
当
労
働
行
為
救
済
申
立
て
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
八
年
九
月
以
降
、
組
合
等

か
ら
広
島
県
地
方
労
働
委
員
会
（
以
下
「
広
島
地
労
委
」
と
い
う
。
）
に
対
し
て
、
会
社
を
被
申
立
人
と
し
て
、 



不
利
益
取
扱
い
、
団
体
交
渉
拒
否
又
は
支
配
介
入
の
問
題
に
関
し
て
、
五
件
の
不
当
労
働
行
為
救
済
申
立
て

が
行
わ
れ
た
と
聞
い
て
い
る
。 

（ 一 ） 

昭
和
四
十
九
年
八
月
に
申
し
立
て
ら
れ
た
事
件
に
つ
い
て
は
、
同
年
十
二
月
に
取
り
下
げ
ら
れ
、 

（ 三 ） 

昭
和
五
十
年
三
月
に
申
し
立
て
ら
れ
た
事
件
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
二
年
二
月
に
不
当
労
働
行
為
救

済
命
令
が
出
さ
れ
、
会
社
が
こ
の
命
令
を
不
服
と
し
て
広
島
地
方
裁
判
所
（
以
下
「
広
島
地
裁
」
と
い
う
。
）

に
取
消
訴
訟
を
提
起
し
、
昭
和
六
十
年
十
月
に
広
島
地
裁
か
ら
請
求
の
一
部
を
認
容
す
る
旨
の
判
決
が
出

さ
れ
、
広
島
地
労
委
が
こ
の
判
決
を
不
服
と
し
て
広
島
高
等
裁
判
所
（
以
下
「
広
島
高
裁
」
と
い
う
。）
に
控

訴
し
、
現
在
、
広
島
高
裁
に
係
属
中
で
あ
り
、 

（ 二 ） 

昭
和
四
十
九
年
十
一
月
に
申
し
立
て
ら
れ
た
事
件
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
年
十
一
月
に
不
当
労
働
行

為
救
済
命
令
が
出
さ
れ
、 

こ
の
う
ち
、 

四 

 



２ 

裁
判
所
に
対
す
る
仮
処
分
申
請
等
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
八
年
九
月
以
降
、
組
合
員
か
ら
広
島
地
裁
に 

と
聞
い
て
い
る
。 

（ 五 ） 

昭
和
五
十
四
年
五
月
に
申
し
立
て
ら
れ
た
事
件
（
申
立
て
の
一
部
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
五
年
五
月

に
取
り
下
げ
ら
れ
た
。
）
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
五
年
八
月
に
不
当
労
働
行
為
救
済
命
令
が
出
さ
れ
、
会

社
が
こ
の
命
令
を
不
服
と
し
て
広
島
地
裁
に
取
消
訴
訟
を
提
起
し
、
昭
和
五
十
八
年
五
月
に
広
島
地
裁
か

ら
請
求
を
棄
却
す
る
旨
の
判
決
が
出
さ
れ
、
会
社
が
こ
の
判
決
を
不
服
と
し
て
広
島
高
裁
に
控
訴
し
、
現

在
、
広
島
高
裁
に
係
属
中
で
あ
る 

（ 四 ） 

昭
和
五
十
年
六
月
に
申
し
立
て
ら
れ
た
事
件
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
二
年
四
月
に
不
当
労
働
行
為
救

済
命
令
が
出
さ
れ
、
会
社
が
こ
の
命
令
を
不
服
と
し
て
広
島
地
裁
に
取
消
訴
訟
を
提
起
し
、
昭
和
六
十
年

十
月
に
広
島
地
裁
か
ら
請
求
を
棄
却
す
る
旨
の
判
決
が
出
さ
れ
、
会
社
が
こ
の
判
決
を
不
服
と
し
て
広
島

高
裁
に
控
訴
し
、
現
在
、
広
島
高
裁
に
係
属
中
で
あ
り
、 

五 

 



対
し
て
、
会
社
を
被
申
請
人
等
と
し
て
、
配
置
転
換
、
解
雇
、
賃
金
引
上
げ
等
の
問
題
に
関
し
て
二
十
九
件

の
申
請
等
が
行
わ
れ
た
と
聞
い
て
い
る
。 

（ 四 ） 

昭
和
四
十
九
年
十
二
月
に
申
請
さ
れ
た
事
件
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
年
十
二
月
に
申
請
の
一
部
を
認

容
す
る
旨
の
判
決
が
出
さ
れ
、
会
社
が
こ
の
判
決
を
不
服
と
し
て
広
島
高
裁
に
控
訴
し
、
昭
和
五
十
二
年

一
月
に
広
島
高
裁
か
ら
控
訴
を
棄
却
す
る
旨
の
判
決
が
出
さ
れ
、 

（ 三 ） 

昭
和
四
十
九
年
七
月
に
申
請
さ
れ
た
事
件
に
つ
い
て
は
、
同
年
八
月
に
申
請
を
認
容
す
る
旨
の
決
定
が

出
さ
れ
、 

（ 一 ） 

昭
和
四
十
九
年
三
月
に
申
請
さ
れ
た
事
件
に
つ
い
て
は
、
同
年
四
月
に
申
請
を
認
容
す
る
旨
の
決
定
が

出
さ
れ
、 

（ 二 ） 

昭
和
四
十
九
年
四
月
に
請
求
さ
れ
た
事
件
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
広
島
地
裁
に
係
属
中
で
あ
り
、 

こ
の
う
ち
、 

六 

 



と
聞
い
て
い
る
。 

（ 七 ） 

昭
和
五
十
一
年
二
月
か
ら
昭
和
六
十
年
十
二
月
ま
で
の
間
に
申
請
さ
れ
た
事
件
（
二
十
三
件
）
に
つ
い
て

は
、
昭
和
五
十
一
年
二
月
か
ら
昭
和
六
十
年
十
二
月
ま
で
の
間
に
、
い
ず
れ
も
申
請
の
一
部
又
は
全
部

を
認
容
す
る
旨
の
決
定
が
出
さ
れ
た 

（ 六 ） 

昭
和
五
十
一
年
一
月
に
請
求
さ
れ
た
事
件
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
六
年
五
月
に
請
求
を
認
容
す
る
旨

の
判
決
が
出
さ
れ
、
会
社
が
こ
の
判
決
を
不
服
と
し
て
広
島
高
裁
に
控
訴
し
、
昭
和
六
十
年
一
月
に
広
島

高
裁
か
ら
控
訴
の
一
部
を
認
容
す
る
旨
の
判
決
が
出
さ
れ
、
会
社
が
更
に
こ
の
判
決
の
一
部
破
棄
を
求
め

て
最
高
裁
判
所
（
以
下
「
最
高
裁
」
と
い
う
。
）
に
上
告
し
、
昭
和
六
十
一
年
三
月
に
最
高
裁
か
ら
上
告
を
棄

却
す
る
旨
の
判
決
が
出
さ
れ
、 

（ 五 ） 

昭
和
五
十
年
一
月
に
申
請
さ
れ
た
事
件
に
つ
い
て
は
、
同
年
二
月
に
申
請
を
認
容
す
る
旨
の
決
定
が
出

さ
れ
、 

七 

 



４ 

労
働
基
準
監
督
機
関
に
対
す
る
申
告
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
八
年
九
月
以
降
、
組
合
等
か
ら
広
島
労
働 

３ 
裁
判
所
に
対
す
る
不
当
労
働
行
為
救
済
命
令
履
行
の
緊
急
命
令
の
申
立
て
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
八
年

九
月
以
降
、
広
島
地
労
委
か
ら
広
島
地
裁
に
対
し
て
、
会
社
を
被
申
立
人
と
し
て
、
二
件
の
申
立
て
が
行
わ

れ
た
と
聞
い
て
い
る
。 

と
聞
い
て
い
る
。 

（ 二 ） 

昭
和
五
十
二
年
六
月
に
申
し
立
て
ら
れ
た
事
件
に
つ
い
て
は
、
同
年
七
月
に
申
立
て
を
認
容
す
る
旨
の

決
定
が
出
さ
れ
た
が
、
会
社
が
こ
の
決
定
に
従
わ
な
か
つ
た
た
め
、
昭
和
五
十
三
年
二
月
に
広
島
地
裁

か
ら
、
会
社
に
対
し
、
過
料
を
科
す
旨
の
決
定
が
出
さ
れ
た 

（ 一 ） 

昭
和
五
十
二
年
五
月
に
申
し
立
て
ら
れ
た
事
件
に
つ
い
て
は
、
同
年
六
月
に
申
立
て
を
認
容
す
る
旨
の

決
定
が
出
さ
れ
、 

こ
の
う
ち
、 

八 

 



三
に
つ
い
て 

５ 

人
権
擁
護
機
関
に
対
す
る
申
告
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
八
年
九
月
以
降
、
組
合
等
か
ら
広
島
法
務
局
に

対
し
て
、
会
社
に
お
い
て
不
当
労
働
行
為
、
職
場
に
お
け
る
村
八
分
的
行
為
等
の
人
権
侵
害
の
事
実
が
あ
る

と
し
て
二
件
の
申
告
が
行
わ
れ
た
。 

広
島
労
働
基
準
監
督
署
は
、
申
告
の
都
度
、
会
社
に
対
し
て
監
督
を
実
施
し
、
四
件
の
申
告
に
つ
い
て
は

法
違
反
は
認
め
ら
れ
な
か
つ
た
が
、
残
り
の
一
件
の
申
告
に
つ
い
て
は
割
増
賃
金
の
不
払
の
法
違
反
が
認
め

ら
れ
た
の
で
、
こ
れ
を
是
正
さ
せ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

基
準
監
督
署
に
対
し
て
、
会
社
に
お
い
て
労
働
基
準
法
違
反
の
事
実
が
あ
る
と
し
て
五
件
の
申
告
が
行
わ
れ

た
。 広

島
法
務
局
は
、
職
場
に
お
け
る
村
八
分
的
行
為
等
の
問
題
に
関
し
て
、
会
社
側
に
対
す
る
調
査
を
行

い

、
啓
発
を
行
つ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

九 

 



四
に
つ
い
て 

昭
和
六
十
一
年
三
月
七
日
の
最
高
裁
判
決
以
後
、
会
社
は
、
高
瀬 

均
、
小
林
和
俊
両
名
が
会
社
の
従
業
員

の
地
位
に
あ
る
こ
と
を
認
め
、
両
名
に
対
し
、
賃
金
の
支
払
を
行
つ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。 

本
件
は
、
基
本
的
に
労
使
間
の
問
題
で
あ
り
、
両
当
事
者
間
の
訴
訟
に
係
る
判
決
等
に
基
づ
き
両
当
事
者
に

お
い
て
処
理
さ
れ
る
べ
き
問
題
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
。 

な
お
、
現
在
、
両
名
は
就
労
し
て
い
な
い
が
、
会
社
は
、
労
使
間
で
の
話
合
い
が
ま
と
ま
れ
ば
原
職
以
外
の

職
場
へ
の
復
帰
は
認
め
る
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
い
ま
だ
労
使
間
で
合
意
に
は
達
し
て
い
な
い
と
聞
い
て
い

る

。 政
府
と
し
て
は
、
正
常
な
労
使
関
係
の
確
立
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
労
使
当
事
者
間
で
誠
意
を
も
つ
て
話
合
い

が
行
わ
れ
、
そ
の
早
期
か
つ
円
満
な
解
決
を
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

な
お
、
学
校
教
育
に
お
い
て
重
要
な
地
位
を
占
め
る
教
科
書
の
円
滑
な
発
行
及
び
供
給
と
い
う
教
科
書
発
行 

一
〇 

 



 

一
一 

者
が
負
つ
て
い
る
社
会
的
責
務
に
か
ん
が
み
、
当
該
紛
争
に
よ
り
教
科
書
の
円
滑
な
発
行
及
び
供
給
が
阻
害
さ

れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
そ
の
早
期
か
つ
円
満
な
解
決
を
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

五
に
つ
い
て 

従
来
、
広
島
県
等
関
係
機
関
に
お
い
て
、
紛
争
の
早
期
か
つ
円
満
な
解
決
と
い
う
観
点
か
ら
、
関
係
者
か
ら

の
事
情
聴
取
や
会
社
に
対
す
る
指
導
及
び
助
言
が
行
わ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
政
府
と
し
て
は
、
今
後

と
も
適
切
な
指
導
及
び
助
言
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
こ
れ
ら
の
機
関
と
連
絡
を
密
に
し
て
対
処
し
て
ま
い
り
た
い
。 

右
答
弁
す
る
。 




